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Abstract 
　This paper examines the representation of Japanese colonial rule in Korea in “Chikyu No Arukikata 
Guidebooks”, one of the major travel guidebook series in Japan. Focusing on three cases, the city of 
Seoul, the An Jung-geun Memorial Hall and the Independence Hall of Korea, the analysis shows: 1) a 
similar shift of the representation of Japanese colonial rule in “Chikyu No Arukikata Guidebooks” for 
Taiwan occurred, 2) an objection to historical recognition in Korean society increased, and 3) a major 
shift took place in the beginning of the 2000s as Japanese nationalism in competition with neighboring 
Asian countries came to the fore.



























韓国編は初版（1986 年）から第 28 版（2014 年）まで計 28 点刊行されている 5）。た
だし、初版は入手が困難であるため、残念ながら本稿執筆の時点でまだ内容を確認でき
ていない。
同じことは第 3 版（1988 年）についても言える。そのため、本研究で分析の対象に
1）たとえば 2014 年 6 月 24 日付け朝日新聞「（対談）日韓の緊張、メディアの役割朝日新聞・大野博人×
東亜日報・黄鎬澤」における東亜日報論説主幹黄氏の言葉。
2）ウェブ経済紙『AviationWire』「続く韓国の前年割れ、中国は 12 カ月連続前年越え 14 年 7 月の航空輸送
統計」（2014 年 10 月 3 日）。
3）2014 年 7 月 5 日付け毎日新聞「日韓観光：改善なるか訪韓日本人客、関係悪化で急減「怒られっぱなし」
展望見えず」。
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安重根義士記念館は第 2 版（1987 年）では半ページものスペースを割いて紹介され
ているが、その後は前節のソウル市の紹介文に見られる推移と類似した変化を見せる。












































第 5 版（1990 年）では、以上の記述のうち贖罪に関する部分と最後の推薦の部分が
削られて、安重根と記念館自体の説明に絞られる。いわば、特別扱いから脱して、他の
観光名所と同じ位置に落ち着くということだ。


































































こうした評価の揺れは、第 17 版（2002 年）からは評価を抑制する方向に収斂する。
























第 17 版から第 23 版（2008 年）までの間にも若干の変化が見られる。まず「経済的
な理由から日韓併合には反対だった伊藤」という箇所が第 18 版（2003 年）では「おも
に経済的理由から」となった点である。政治家伊藤の考え・立場がより混みいっていた
と示唆されている。伊藤を暗殺する誤りを犯したテロリストという安重根像も含めて考
えれば、この「おもに」の追加によって安重根の “ 軽はずみさ ” がいっそう強調される
と言えるかもしれない。














第 4 版（1989 年）には写真入り投稿記事として同館が大きく紹介されており（図 3）、
次のように推薦されている。
韓国から見た“日






第 8 版（1993 年）になると、コラムとしてボックステキストになり、分量も増大す
る（図 3）。「日帝時代」という表現を含む上記引用箇所がそっくり無くなる一方で、全

















けれども、こうした内容は第 16 版（2001 年）に大きく変化する。まず分量の大幅な


















アンスの言葉に映るであろうが、第 15 版のボックステキストの内容と比べれば、第 16
版でのトーンの下がり具合には眼を見張るものがある。
3．「誇張」と「賛否両論」のある施設
二年後の第 18 版（2003 年）では、























く、第 24 版（2009 年）を最後に独立した観光対象として紹介されなくなる。
第 25 版（2010 年）以降は、「天安・牙山（温陽温泉）」の概要の中で、天安から「独
立記念館や温陽温泉方面への市内バスが頻繁にある」と言及されるに留まっている（360
頁）。

















































“ 日本統治 ” 24 86













たもので、最新の第 28 版（2013 年）でも記載されている。
ここで疑問文形式で列挙されている問いは、いずれもいわゆるネトウヨがネット上で
激論を闘わせる光景を想起させるものだ。文脈から判断すると、これらの問いは韓国社
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